











An Experimentnal Study of the Effects of Nerve Root Retraction on 
the Posterio( Ramus 
(腰椎後方手術操作が腹神経後枝に及ぼす影響に関する実験的研究)




































ていた。開窓術後4. 6週回では髄鞠は波状化を呈し神経棋圧排後 4. 6週回では髄鞘の非薄化.結節
状変化を認めたのまた閑窓術群.神経根圧排群では小得有髄線維の増加及び大径有髄線維の減少が認めら
れた。
腰椎後方手術を行う場合傍脊住筋の[E排が余儀なくされ，過度に及ぷと筋肉自身の虚血性変化や摘傷に
より背部違和感が後遺する。一方，我々の実験結果から，脊柱管の開窓のみで後枝の組織学的変化が観察
され，神経根を}ず排するとさらにこの変化を助長することがホされた。つまり脊柱管内への撒痕組織の進
人や過度の神経根の圧排操作は，神経棋後枝の障害を助長する可能性があると考えられたυ
本論文は過去の文献上証明されていなかった腰椎後方手術後の腰神経後枝の変化を証明し臨床上術後
の腰部症状残存の一因となる可能性を示唆したc よって，本研究者は博jて(医学)の学位を授与されるに
艇するものと認められる。
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